
公 告

令和８年７月１７日

常陸大宮市長 鈴木 定幸

（ 公 印 省 略 ）

一般競争入札（総合評価落札方式電子入札）を執行するので、地方自治法施行令（昭和２２年政令

第１６号。以下「政令」という。）第１６７条の６の規定に基づき、次のとおり公告する。

１ 入札対象工事

（１）工 事 名 第０８－１０－１１０－０－００６号

常陸大宮駅東口駅前広場整備工事

（２）工事場所 常陸大宮市南町地内外

（３）工事概要 東口駅前広場整備工事 Ａ＝９１９㎡

・道路土工 一式

・置換工 Ｖ＝３３０㎥

・側溝工 Ｌ＝ ９５ｍ

・集水桝工 Ｎ＝２２箇所

・暗渠工 Ｌ＝ ５ｍ

・下層路盤工 Ａ＝９１０㎡

・上層路盤工 Ａ＝４０１㎡

・表層工 Ａ＝７５０㎡

・ブロック舗装工 Ａ＝１６９㎡

・縁石工 Ｌ＝１４８ｍ

・防護柵工 一式

・電気設備工 一式

（４）工 期 契約日の翌日から令和９年３月１５日まで

２ 入札参加形態

単体とする。

３ 入札参加資格

本工事の入札に参加できる者は、公告日現在において常陸大宮市建設工事等入札参加者資格審査

要項（平成２０年常陸大宮市訓令第４８号）第７条の規定により建設工事等入札参加資格者名簿

（令和７・８年度分）に登載されている者のうち、次に掲げる要件を備えている者とする。

（１）土木一式工事について、建設業法（昭和２４年法律第１００号）第３条第１項の規定に基づ

く許可を有していること。

（２）政令第１６７条の４第１項の規定に該当していない者及び同条第２項の規定に基づく常陸大

宮市の入札参加制限を受けていない者であること。

（３）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始の申立てがなされている者

又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき再生手続き開始の申立てがなされてい

る者でないこと。（更生手続開始後又は再生計画の認定決定が確定した後に常陸大宮市長が競

争入札参加資格の再認定をした者を除く。）



（４）公告の日から入札の日までの間に、常陸大宮市建設工事等請負業者指名停止等措置要領（平

成２年大宮町訓令第１３号）に基づく指名停止の措置を受けていないこと。

（５）対象工事に係る設計業務等の受託者（株式会社ミカミ）又は当該受託者と資本若しくは人事

面において関連がある者でないこと。

（６）常陸大宮市に本店を有し、土木一式工事の格付等級が「Ａ」であること。

（７）平成２３年度以降に元請として、国又は地方公共団体における同種工事を施工した実績があ

ること。（共同企業体の構成員としての実績は、出資比率が２０％以上のものに限る。）

※同種工事とは、バス・タクシーターミナル整備工事、駅前広場整備工事、駐車場等整備工

事、道路改良工事又は道路改良舗装工事とする。

（８）土木一式工事について、建設業法による主任（監理）技術者を対象工事に専任で配置できる

こと。（入札の日以前に３月以上の雇用関係にある者に限る。）

（９）現場代理人を対象工事に常駐で配置できること。（入札の日以前に３月以上の雇用関係にある

者に限る。）

４ 入札参加資格申請等

（１）申請方法は電子入札システム（以下「システム」という。）によるものとする。申請様式は指

定の Excel 形式を使用するものとし、画像ファイル（.tif）に変換後提出すること。ただし、

押印は要しないものとする。

（２）対象工事の入札に参加を希望する者は、次に掲げる書類（以下「申請書類」という。）をシス

テムにより提出するものとする。なお、システムにより難い場合には、紙入札方式参加承諾願

を提出することにより、その承諾を得て、書面により申請書の提出及び入札を行うことができ

るものとする。

ア 常陸大宮市一般競争入札実施要項（平成９年大宮町告示第５０号。以下「要項」という。）

に規定する一般競争入札参加資格申請書（様式第１号）

イ 要項に規定する現場代理人及び主任（監理）技術者配置書（様式第２号）

ウ 要項に規定する施工実績表（様式第３号）

（３）システムによる申請書等の受付期間

令和８年７月１７日（金）から令和８年７月２４日（金）までの土曜日及び日曜日・祝祭日

を除く午前９時から午後５時までとする。

（４）紙入札方式での申請書等の受付期間（紙入札方式の承諾を得た者に限る。）

紙入札方式の承諾を得た日の翌日から電子入札システムによる受付締切の同日午後４時まで

とし、その期限を過ぎて到着した申請書等は、受理しない。

（５）システムにおける申請書等の受付票は、申請書等の受信を確認したものであり、申請内容を

確認したものではない。

（６）その他

ア 申請書等は、令和８年７月１７日（金）から入札情報サービスによりインターネット上に公

開するものとし、次のアドレスからダウンロードできる。

（入札情報サービス URL http://ppi.cals-ibaraki.lg.jp/）

イ 申請書等の作成費用は、参加希望者の負担とする。

ウ 提出された申請書等は、返却しないものとする。

エ 申請書類の日付は、作成日で記載すること。



５ 技術資料の提出

（１）当該工事に関する施工能力等の審査及び価格以外の評価を行うために必要な資料（以下「技

術資料」という。）を申請書類と併せてシステムにより提出するものとする。

システムによる提出の際は、全てを画像ファイル（.tif）に変換後提出すること。ただし、

押印は要しないものとする。

（２）提出する書類

ア 総合評価落札方式入札に係る技術資料について（様式第２－１号）

イ 評価点算出資料一覧表（様式第２－２号）

ウ 施工実績評価資料（様式第２－３号）

エ 配置予定技術者評価資料（様式第２－４号）

オ 地域活動実績評価資料（様式第２－５号）

（３）提出した技術資料の変更は認めない。なお、技術資料の日付は、作成日で記載すること。

６ 落札者の決定方法

（１）提出された技術資料により評価した評価点を標準点に加えた点数（技術評価点）を入札価

格で除した数値（総合評価値）が最も高い者を落札者とする。

（２）総合評価値は、入札書が無効でない者のうち、予定価格の制限の範囲内の者について、次の

算式により算出する。

・総合評価値＝技術評価点／入札価格＝（標準点＋加算点）／入札価格

（３）標準点は、１００点とする。

（４）加算点は、参加希望者が提出した技術資料により、別紙「落札者決定基準」に基づき算出

した評価点（最高１０点）とする。

７ 設計図書等の閲覧又は貸与

（１）設計図書は、入札情報サービスによりインターネット上に公開するので、次のアドレスから

ダウンロードすること。

（入札情報サービス URL http://ppi.cals-ibaraki.lg.jp/）

（２）閲覧又は貸与に供する期間、場所等

ア 期 間 令和８年７月１７日（金）から令和８年７月３１日（金）までの土曜日及び日曜

日・祝祭日を除く午前９時から午後５時までとする。（ただし、正午から午後１

時までを除く。）

イ 場 所 常陸大宮市役所 建設部 駅周辺整備推進課 駅周辺整備推進グループ

ウ 貸 与 原則として１業者１回とし、午前９時から午後５時までの範囲で貸与する。

なお、設計図書の数に限りがあるので、貸与を希望する者は、事前に電話等で予

約すること。

（３）設計図書に関する質問がある場合は、簡易な内容確認を除き、令和８年７月２４日（金）正

午までにシステムの「説明要求」により行うこと。紙入札方式参加承諾を受けている場合は、

建設部 駅周辺整備推進課 駅周辺整備推進グループ宛にファックスにより行うこと。

（４）前号の質問に対する回答は、随時システムにおいて回答する。なお、書面による質問につい

ては、書面等を作成のうえ次により閲覧に供する。

ア 期 間 令和８年７月２７日（月）から令和８年７月３１日（金）までの午前９時から午

後５時までとする。（ただし、正午から午後１時までを除く。）

イ 場 所 常陸大宮市役所 建設部 駅周辺整備推進課 駅周辺整備推進グループ



８ 入札執行の日時、場所等

（１）日 時 令和８年８月４日（火） 午前１０時４５分から

（２）場 所 常陸大宮市役所 ３階 行政委員会室

（３）電子入札のため、入札参加者の立会いは求めない。

（４）落札となるべき同一の総合評価値となった者が２者以上あるときは、システムの「くじ」に

より落札候補者及び次順位者を決定する。

（５）入札の参加者が２者に満たないときは、入札を中止する。

９ 予定価格 金４６，３４０，０００円（消費税及び地方消費税を含まない。）

１０ 入札方法

（１）入札書及び積算内訳書は、システムにより提出することとし、持参、電報及びファクシミ

リ等による入札は認めない。ただし、紙入札方式の承諾を得た場合には、書類を郵送（簡易書

留）により提出することができる。

ア 提出書類

・入札書（システムにより提出）

ただし、紙入札方式の承諾を得た場合には、常陸大宮市建設工事執行規則（平成３

年大宮町規則第２２号）様式第１号に規定する入札書

・積算内訳書（指定様式とし、記名、押印（紙入札方式の場合のみ）、宛名、日付、数量、

単価、金額等の必要事項を明示すること。）

（注）積算内訳書については、指定様式の Excel 形式を使用するものとし、画像ファイル

（.tif）に変換後提出すること。ただし、押印は要しないものとする。

イ くじ番号

入札書にくじ番号（３桁の任意の数字）を入力すること。

ウ 電子入札システムによる入札書の受付期間

令和８年７月３０日（木）から令和８年８月３日（月）までの土曜日及び日曜日を除く

午前９時から午後５時までとする。

エ 郵送による受付締切期日及び提出先（紙入札方式の承諾を得た者に限る。）

入札公告に示された電子入札システムにおける入札の受付締切同日午後４時までとし、

その期限を過ぎて到着した入札書は、受理しない。

提 出 先 茨城県常陸大宮市中富町３１３５番地の６

常陸大宮市役所 総務部 財政課

オ 郵送による提出方法（紙入札方式の承諾を得た者に限る。）

・封筒は任意の二重封筒とし、次のとおりとする。

・中封筒は、入札書を入れて、封かんのうえ、「入札書在中」を朱書きし、開札日、入札に

係る工事名及び入札参加者の商号又は名称を表記するものとする。

・表封筒は、入札書を同封した中封筒、積算内訳書、連絡担当者の名刺１枚を入れ、表に

入札書送付先の郵便番号、住所、機関名、入札に係る工事名、入札参加者の住所及び商

号又は名称を表記し、併せて「入札書在中及び開札日」を朱書きする。

・イのくじ番号については、入札書余白に「くじ番号〇〇〇（任意の３桁の数字）」を記載

すること。なお、くじ番号の記載が無い場合は、「０００」とみなす。

（注）入札書及び積算内訳書の日付は、入札執行日で記載すること。

（２）入札に際しては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、政令、常陸大宮市建設工事執行規



則（平成３年大宮町規則第２２号）及び常陸大宮市財務規則（平成３年大宮町規則第２１号）

の関係条項を遵守すること。

（３）入札に際しては、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４

号）等に抵触する行為をしないこと。

（４）落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当する額

を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）

をもって落札金額とするので、入札者は、消費税に係る課税業者であるか免税業者であるかを

問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載するこ

と。

（５）提出した入札書の引換え、変更又は取消しは認めない。

（６）入札の執行回数は１回とし、落札者がいない場合は不調とする。

（７）この入札は、常陸大宮市建設工事低入札価格調査制度実施要綱（平成１９年常陸大宮市訓令

第５６号）に基づき調査基準価格を設定しており、次のとおり取扱うものとする。

ア 調査基準価格を下回る入札をした者は、最高の総合評価値となった場合でも必ずしも落札

者になるとは限らない。

イ 調査基準価格を下回る入札が行われた場合は、落札の決定を保留するとともに、その価格

によって、契約の内容に適合した履行がなされるか否かを判断するための調査を実施し、後

日落札を決定したときは、速やかに当該入札の結果を各入札参加者に通知する。

ウ 調査基準価格を下回る入札をした者は、調査事項に関する事情聴取等に応じるものとし、

これに応じない場合は失格とする。なお、数値的判断による基準を満たしていない場合は、

契約の内容に適合した履行がなされないおそれがあると判断し、調査事項に関する事情聴取

等を行うことなく失格とする。

（８）最低制限価格は、設定しない。

１１ 入札保証金

免除する。

１２ 契約保証金

徴収する。ただし、利付国債の提供又は金融機関等の保証をもって契約保証金の納付に代える

ことができる。また、公共工事履行保証証券による保証を付し又は履行保証保険契約の締結を行

った場合は、契約保証金の納付を免除する。

なお、契約保証金の額、保証金額又は保険金額は、請負代金額の１０分の１以上（低入札価格

調査を受けた者である場合は、請負代金額の１０分の３以上）としなければならない。

１３ 支払条件

（１）前 払 金 請求できる。

なお、前払金の金額は、請負代金額の１０分の４以内（低入札価格調査を受けた

者である場合は、請負代金額の１０分の２以内）としなければならない。

（２）中間前払金

常陸大宮市公共工事中間前払金取扱要領に基づく認定を受けた場合について、請

負代金のうち、１０分の２以内での中間前払金を請求できる。

（３）部 分 払 契約約款による。

１４ 入札の無効



次の各号のいずれかに該当する入札は無効とする。

（１）入札について、不正の行為があった場合

（２）指定の日時までに到達しない場合

(３）入札保証金を納入することとなっている入札について、指定の日時までに所定の入札保証金又

は入札保証金に代わる担保を納めない場合

(４）入札書に記載されている金額その他必要事項を確認し難い場合又は紙入札の場合で、記名押

印のない場合

(５）入札書を２通以上提出した場合

(６）他の代理を兼ね、又は２人以上の代理をした場合

(７）紙入札の場合で、代理人が委任状を持参しない場合

(８）予定価格が事前に公表されている入札において、積算内訳書を提出しないで入札をした場合

(９）予定価格が事前に公表されている入札において、当該予定価格を超える金額で入札した場合

(10）市長の承諾を得ず、又は指示によらずに紙入札をした場合

(11）同一の入札案件において、システムによる入札及び紙入札をした場合

(12）その他入札に関する条件に違反した場合

１５ その他

（１）入札その他の取扱いは、この公告に記載するほか、常陸大宮市入札心得（以下「入札心得」

という。）によるものとする。なお、入札心得は常陸大宮市のホームページに掲載する。

（ホームページ＞ビジネス・産業＞入札・契約＞入札心得（電子入札））

（２）電子入札の詳細については、この公告に記載するほか、「常陸大宮市電子入札の試行に関する

要領」及び「常陸大宮市電子入札運用基準」に明示する。なお、「常陸大宮市電子入札の試行

に関する要領」及び「常陸大宮市電子入札運用基準」は常陸大宮市のホームページに掲載す

る。

（ホームページ＞ビジネス・産業＞入札・契約＞電子入札について）

（３）この工事は、建設工事に係る資材の再資源化に関する法律（平成１２年法律第１０４号）に

基づき、分別解体等及び特定建設廃棄物の再資源化等の実施が義務付けられた工事であるた

め、設計図書等に記載された処理方法及び処理場所等を参考に積算したうえで入札すること。

また、落札者は契約に当たり、分別解体の方法、解体工事に要する費用、再資源化等をするた

めの施設の名称及び所在地、再資源化に要する費用等について発注者と協議すること。

（４）その他不明の点等については、次により照会すること。

ア 公告の内容について

常陸大宮市役所 総務部 財政課 契約・管財グループ 赤星

電話 ０２９５－５２－１１１１（代表） 内線３７４

F A X ０２９５－５３－６０１０

イ 工事の内容について

常陸大宮市役所 建設部 駅周辺整備推進課 駅周辺整備推進グループ 菊池

電話 ０２９５－５２－１１１１（代表） 内線２５９

F A X ０２９５－５３－５４１５



別紙

落 札 者 決 定 基 準

※１ 過去３年間とは、令和５年４月１日から令和８年３月３１日までに完成した工事とする。

※２ 過去５年間とは、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までに完成した工事とする。

※３ 過去５年間とは、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までに受賞した又は停止措置を受けた者とする。

※４ 過去２年間とは、令和６年４月１日から令和８年３月３１日までに活動した実績とする。



様式第２－１号

令和 年 月 日

常陸大宮市長 鈴木 定幸 様

住 所

商号又は名称

代表者氏名 印

総合評価落札方式入札に係る技術資料について

このことについて、下記工事に関する技術資料を別添のとおり提出します。

記

１ 工 事 名 第０８－１０－１１０－０－００６号

常陸大宮駅東口駅前広場整備工事

２ 工 事 場 所 常陸大宮市南町地内外

３ 提 出 書 類 評価点算出資料一覧表に記載のとおり

４ 連 絡 先 担当者 所 属

氏 名

電話番号

Ｆ Ａ Ｘ



様式第２－２号

評 価 点 算 出 資 料 一 覧 表

工事名：第０８－１０－１１０－０－００６号 常陸大宮駅東口駅前広場整備工事

商号又は名称：○○○○○○株式会社

（注）区分の欄は、該当する項目を○で囲むこと。

評 価 項 目 区 分 提 出 書 類 提出枚数

１ 工事成績評定

２ 企業の同種工事施工実績 有 無

・施工実績評価資料（様式第２－３号）及び添付書類 枚

３ 企業の優良工事等表彰の受賞 有 無

４ ＩＳＯの認証取得状況 有 無 ・ＩＳＯ９００１及びＩＳＯ１４００１の認証取得証明書の写し 枚

５ 指名停止措置

６ 配置予定技術者の同種工事

施工実績
有 無 ・配置予定技術者評価資料（様式第２－４号）及び添付書類 枚

７ 防災協定の締結 有 無 ・市と締結した災害発生時の応急作業に関する協定書等の写し 枚

８ 地域活動実績 有 無 ・地域活動実績評価資料（様式第２－５号）及び添付書類 枚



様式第２－３号

施 工 実 績 評 価 資 料

工事名：第０８－１０－１１０－０－００６号 常陸大宮駅東口駅前広場整備工事

商号又は名称：○○○○○○株式会社

１ 同種工事施工実績

２ 優良工事等表彰

工

事

概

要

等

発 注 者 名

工 事 名

工 事 箇 所

請 負 金 額 円（ 円）

工 期 年 月 日 ～ 年 月 日

受 注 形 態

工 事 概 要

（記載例）

道路改良工事 Ｌ＝○○○ｍ Ｗ＝○○ｍ

・道路土工 Ｎ＝一式

・地盤改良工 Ｖ＝○○○○㎥

・擁壁工 Ｌ＝○○○○ｍ

・排水構造物工 Ｌ＝○○○○ｍ

・舗装工（下層路盤） Ａ＝○○○○㎡

ＣＯＲＩＮＳ

登録の有無
□有（CORINS 登録番号） □無

優良工事等表彰の

受賞（過去５年間）

□有 平成 年度 工事（ 表彰）

□無



（注）

１ 記載する同種工事の施工実績は、１件について記載すること。（共同企業体の構成員としての実績

は、出資比率が２０％以上のものに限る。）

２ 当該評価項目について実績を有しない場合は、本書の提出を要しない。

３ 請負金額の（ ）には、共同企業体の場合の全体額を記入すること。

４ 受注形態は、単体又は○○・□□ＪＶ（出資比率○○％）と記載すること。

５ 工事概要は、評価基準に該当する事項が確認できるように記載すること。

６ 当該工事の内容が，企業の施工実績評価基準に該当する工事で，かつ完成していることを証明で

きるもの（CORINS の竣工時登録カルテを原則とする。評価基準に該当する工事であることが確認
できない場合は，発注機関の検査結果通知書・契約書・設計書・仕様書・図面等の写し等工事内容

を証明できるもの。）を添付すること。

７ 優良工事等表彰については、過去５年間における国又は地方公共団体の受賞実績を記載すること。

なお、受賞実績が複数ある場合は、直近の表彰歴を記載し、当該表彰状の写しを添付すること。



様式第２－４号

配 置 予 定 技 術 者 評 価 資 料

工事名：第０８－１０－１１０－０－００６号 常陸大宮駅東口駅前広場整備工事

商号又は名称：○○○○○○株式会社

区 分
□主任技術者

□監理技術者
氏名 年齢 歳

所 属 会 社 建設業許可番号 －

法 令 に よ る 資 格 ・ 免 許 取得年月日 年 月 日

監 理 技 術 者 資 格 者 証 番 号 取得年月日 年 月 日

監理技術者講習修了証番号 修了年月日 年 月 日

同

種

工

事

施

工

実

績

発 注 者 名

工 事 名

工 事 箇 所

請 負 金 額

工 期 年 月 日～ 年 月 日

従 事 役 職 □監理技術者 □主任技術者

工 事 概 要

ＣＯＲＩＮＳ登録の有無 □有（CORINS 登録番号） □無

申
請
時
に
お
け
る
他
工
事
の
従
事
状
況
等

発 注 者 名

工 事 名

工 事 箇 所

工 期

従 事 役 職

本 工 事 と 重 複 す る

場 合 の 対 応 措 置

ＣＯＲＩＮＳ登録の有無 □有（CORINS 登録番号） □無



（注）

（共通事項）

１ 記載する同種工事の施工実績は、１件について記載すること。（共同企業体の構成員としての実績

は、出資比率が２０％以上のものに限る。）

２ 当該評価項目について実績を有しない場合は、本書の提出を要しない。

３ 本工事に主任又は監理技術者として配置する予定の技術者（以下「技術者」という。）１名につい

て作成すること。

４ 本書に記載した技術者以外の者への変更は、真にやむを得ないものとして市が承認した場合に限

る。

（資格等について）

５ 法令に基づく資格及び免許等の証明書の写しを添付すること。

なお、監理技術者にあっては、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証の写しを添付する

こと。

（同種工事施工実績について）

６ 工事概要は、評価基準に該当する事項が確認できるように記載すること。

７ 当該工事の内容が，企業の施工実績評価基準に該当する工事で，かつ完成していることを証明で

きるもの（CORINS の竣工時登録カルテを原則とする。評価基準に該当する工事であることが確認
できない場合は，発注機関の検査結果通知書・契約書・設計書・仕様書・図面等の写し等工事内容

を証明できるもの。）を添付すること。

（他工事の従事状況について）

８ 申請時における他工事の従事状況は、該当するすべての工事について記載すること。なお、該当

工事が複数ある場合は、本書をその工事件数分作成すること。



様式第２－５号

地 域 活 動 実 績 評 価 資 料

工事名：第０８－１０－１１０－０－００６号 常陸大宮駅東口駅前広場整備工事

商号又は名称：○○○○○○株式会社

前

年

度

の

実

績

活動の種類

活動の期間 令和 年 月 日～令和 年 月 日

活 動 地 域 常陸大宮市 地内

活動の事実を確認できる活動

の相手方又は地域の代表者等

の住所・氏名・電話番号

活動の内容

(具体的に)

前

々

年

度

の

実

績

活動の種類

活動の期間 令和 年 月 日～令和 年 月 日

活 動 地 域 常陸大宮市 地内

活動の事実を確認できる活動

の相手方又は地域の代表者等

の住所・氏名・電話番号

活動の内容

(具体的に)



（注）

１ 地域活動の実績は、前年度及び前々年度における常陸大宮市内での活動について、それぞれ１件

ずつ記載すること。なお、評価の対象は、過去２年度のいずれにも実績がある場合とする。

２ 当該評価項目について実績を有しない場合は、本書の提出を要しない。

３ 企業として取り組み、対価を得ていない社会福祉や環境美化、防犯対策に関する地域活動（ボラ

ンティア）について、実績の内容が確認できるよう、分かりやすく記載すること。

４ 評価の対象とする地域活動は、発注者が当該活動の事実を確認できる活動の相手方又は地域の代

表者等が存在するものに限る。

５ 当該活動を客観的に証明できる書類（協定書、感謝状、新聞記事又は主催者の参加証明等の写し）

を添付すること。

６ 活動の事実を確認できる相手方等の電話番号については、記載可能な場合に限り記載すること。

７ 本書記載事項に虚偽のあったときは、指名停止等の措置を講じる場合がある。


